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これまで製造業の生産性向上やサプライチェーンのレジリエンス強化の支援を目指して、デジタルものづくり

プラットフォームの構築に取り組んできました。プラットフォームでは、製造業のみなさまに広くデジタルツイ

ンなどの先端デジタル技術を活用していただけるように、各技術の検証を行ってきました。

今年度はさらに、デジタル技術の活用範囲をカーボンニュートラルの実現まで広げ、検証を進めてきたデジタ

ル技術と当社のGXの強みをかけ合わせたGX×DXデータプラットフォームの構築を目指すこととしました。

01 研究の背景・目的

02 特徴・用途・社会実装に向けた取り組み

本研究を通じて、データプラットフォームの構築を目指していま

す。この研究を進めることにより、データを「むすぶ」「ひらく」活

動を続け、エネルギー溢れる社会の実現に貢献します！

03 研究者より
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オープン
イノベーション

ワーク
ショップ
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プラットフォームの概要
最先端のデジタル技術の提供やDXを支える
データの流通・蓄積を通してカーボンニュート
ラルなどの社会課題の解決に貢献するために構
想しました。

• 機能
 カーボンニュートラルに寄与できるAIやデジ
タルツインなどの技術開発・提供、データ活用
を社会全体で取り組めるようなコミュニティの
形成などの機能を構築します。
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現実の製品やプロセスを仮想空間に再現する技術であるデジタルツ

インは、製造業の革新を支える重要な要素として注目されておりま

す。実際の設備や製品の動作をリアルタイムで監視し、シミュレー

ションを通じて効率的な設計や運用、問題の予測が可能になります。

しかし、デジタルツインの価値の理解不足、仮想に再現する難し

さ、通信やセキュリティなど、いくつかの課題も存在します。そこ

で、デジタルツインの様々な検証を実生産ラインに入らずとも実施で

きる環境が必要でした。

01 研究の背景・目的

デジタルツインの普及には、高精度なモデリン

グ技術のほか、特にデータ・通信規格の互換性確

保と必要とされる用途開発が課題です。これらを

検証するために、生産ラインのミニチュアモデル

を製作しました。

実際の工場ではあらゆるメーカーのFA機器が使

用され複雑な通信環境になっているため、その状

態を再現するために、FA機器やロボットは、付け

替えできるようにしています。この環境を使って

通信検証や用途開発を進めています。

02 特徴・用途

デジタルツイン構築には、通信環境やGPUリソースな

どハード面の準備とシミュレーションなどのソフト面の

準備が必要です。コストと人材の課題を考慮し、クラウ

ドサービスを活用するなど検討を進めています。

03 社会実装に向けた取り組み

本研究を通じて、データを「むすぶ」「ひらく」

活動を続け、エネルギー溢れる社会の実現に貢献し

ます！
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デジタルツインの通信構成 機械安全国際規格

また、この検証装置をデジタルツインを検討す
る企業さまと一緒に活用して、DX構想や戦略を共
に描いていきたいと考えます。そのために、下図
のとおり安全に配慮した設計に仕上げています。
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